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富山湾（富山県側）の鯨類については2002年から漂
着調査等が継続的に行われている(南部ら，2002,200a
2004,2005,2006,2007,2008,2009ぅ関ら，2005)。
本報告では，2009年に富山湾（富山県側）で確認した
鯨類について報告する。
富山湾で確認された鯨類
2009年（l～10月）の富山湾での鯨類の確認状況等
は下記の8例8個体であり,確認地点を図lに示す。
ナガスクジラ科Balaenopteridae
ミンククジラBa/αe"opr”ααc”or“"“a
1例目
場所：氷見市窪の海岸（図1-①’2）
確認日：2009年8月1日
状況：8月1日に地元住民により漂着した頭部が発見さ
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図1富山湾の鯨類の確認地点.①氷見市窪、②新湊市新湊
漁港③氷見市島尾、④入善町芦崎、⑤氷見市阿尾、⑥
黒部市生地、⑦氷見市地蔵町、⑧高岡市太田
曇F塁T
図2漂着したミンクジラの頭部（氷見市窪）
れ，同日南部が現地調査を行い，8月3日に氷見土木事
務所河川班が確認した。
性別・計測値等：全長130cm（頭部のみ)。性別不明。
その他：頭骨は富山市科学博物館保管。
2例目
場所：射水市新湊漁港（西地区）（図1-②’3）
確認日：2009年8月15日
状況：8月15日15時頃，釣り人により漂着した頭部が
発見され，8月19日に南部と台蔵が調査し，8月20日に
射水市環境課が現地確認した。
南部久男ほか
性別・計測値等：全長104cm（頭部)。性別不明。
その他：頭骨，ヒゲ板は，富山市科学博物館保管“
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図3漂着したミンククジラの頭部（右）とヒゲ板（左き
（新湊市新湊漁港）
マイルカ科Delphinidae
カマイルカLage"or〃"ch"so〃""j火"s
3例目
場所：氷見市島尾（図1-③）
確認日：2009年1月23日
状況：1月23日14時頃，野烏撮影のカメラマンが沖合
80mで，1頭の遊泳中のカマイルカを撮影（1月25日
の北日本新聞朝刊)。新聞報道では，マイルカとなっ
ているが，掲載された写真を確認したところカマイノ嘩
力であった。
4例目
場所：入善町芦'1'奇の海岸（図1-④’4）
確認日：2009年3月4日
状況：3月4日14時頃，入善町農水商工課職員が漂着死
体を発見し，3月5日南部が現地調査を行う。
性別・計測値等：体長211cm，メス
その他：頭骨は富山市科学博物館保管。
5例目
場所：氷見市阿尾（図1-⑤’5）
確認日：4月2日16時頃
状況：4月2日16時頃地元住民が漂着死体を発見し，同
日氷見土木事務所河川班が確認し,4月3日南部が現地
調査を行う。
性別・計測値等：体長203cmで性別不明。内臓が飛び
出し，尾は紐状になる。
その他：頭骨は富山市科学博物館保管。
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図4漂着したカマイルカ（入善町芦崎）
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図5漂着したカマイルカ（氷見市阿尾）
6例目
場所：黒部市生地大町の海岸（図1-⑥’6）
確認日：6月4日
状況：6月4日地元住民が漂着死体を発見し，同日黒部
市市民環境課職員が現地確認し，同日南部が現地調査
を行う。
性別・計測値等：体長183.5cmのオス。上顎骨，下顎
骨は剥き出しで，尾は無くなる。
その他：頭骨は富山市科学博物館保管。
ハンドウイルカ恥耐/”s〃""cα加s
7例目
場所：氷見市地蔵町の海岸(図1-⑦'7）
確認日：2009年3月3日
状況：3月3日16時頃，地元住民が漂着死体を発見し，
同日氷見土木事務所河川班が確認。3月4日富山市科学
博物館南部久男，同石川雄士，国立科学博物館真柄真
実，同栗原望が調査した。
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図6漂着したカマイルカ（黒部市生地:f
図7漂着したハンドウイルカ（氷見市地蔵町）
性別．計測値等：体長246cmのメス。詳細は真柄ら
(2010)で報告した。
その他：全身骨格は富山市科学博物館保管。
ネズミイルカ科Phocoenidae
イシイルカPﾙocoe"o/火s”"』（イシイルカ型）
8例目
場所：高岡市太田の雨晴海岸（図1-⑧’8）
確認日：2009年5月23日
状況：5月23日，地元住民が漂着死体を発見し，5月29
日高岡土木センター海岸班が現地確認し，同日南部か
調査を行う。
性別・計測値等：体長：151cmのオス。上顎骨と下顎
骨は剥き出しになる。
その他：全身骨格は富山市科学博物館保管。
2009年は，3科4種8例8個体の鯨類（漂着7例7個体で
目撃がl例l個体）が確認され，いずれも富山湾では
既知種である。最も多く確認されたのは，カマイルカ
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図8漂着したイシイルカ（高岡市太田；富山県高岡土木セ
ンターエ務第二課海岸班提供）
で，1月23日～6月4日にかけ，4例4個体が確認された
(l例は目撃)。筆者らの調査では，2001～2008年に，
富山湾で18例のカマイルカの漂着・目撃が確認できた
が（南部ら，2009)，内訳は，2月l例，4月と5月はそ
れぞれ8例，6月がl例であり（南部ら，2009)，今回の
1月の目撃は，最も早い月の記録で，6月は遅い月の記
録である。ハンドウイルカは比較的記録が少なく，
2000年2月25日に氷見沖の2箇所で群が,2001年2月25日
に氷見市で漂着個体の記録があるのみである（関ら，
2005;南部ら，2002)。イシイルカも記録が少なく，
1998年2月24日に体長210cmのメス（イシイルカ型）
が高岡市松太江浜に漂着し（児玉ら，1992)，2007年5
月17日に型不明のl個体が氷見市泊で漂着している
(南部ら，2008)。
ミンクジラは2001年10月1日に氷見市泊でl個体の漂
着，2003年12月2日に高岡市松太枝浜でl個体の漂着
(南部ら,2002,2004)，1994年5月24日に黒部市生地沖
で死体の漂流（関ら，2005）がある。富山湾（富山県
側）でのミンククジラの定置網の混獲（2004年10月～
2008年12月）は，毎月あるが，1，8，11月の混獲は他
の月に比べ多い（日本鯨類研究所,2009)。
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